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第５章 まとめ 

 

（１）平成１９年度、平成２０年度、平成２１年度の３ヵ年において、訓練課題（実技及び学科）

は、機械系が１５種類、電気・電気系が１６種類、居住系が２２種類、情報通信系が２種類

の計５５種類の訓練課題を作成し、平成１９年度、平成２０年度の訓練課題については、機

構の離職者訓練を実施している職業能力開発施設で試行し、指導員を対象としたアンケート

調査を実施した。また、一部の都道府県の職業能力開発施設においても、訓練課題の試行依

頼を行なったが、年度途中ということもあり、訓練計画の関係で訓練課題を活用したのは、

ごく一部の施設だけであったが、次年度は使ってみたいとの意見をいただいた。 

（２）アンケート調査結果では、一つの機構で実施している訓練科の離職者訓練（システム･ユニ

ット訓練）カリキュラムを基に作成された訓練課題が、関連する科においても幅広く活用さ

れることが把握できたので、標準的な訓練課題とするための見直し及び今後の新規課題の作

成の参考として役立てたい。 

（３）一部の訓練課題について企業に対してヒアリング調査を実施した結果、「問題が難しい」、「採

用の判断とはならない」などの貴重な意見をいただき、業界や企業における仕事の実態やニ

ーズをさらに詳細に把握する必要があると認識できた。加えて求人ニーズにマッチングでき

るものとして訓練課題を再修正するなどの工夫も望まれる。さらに、このヒアリングの内容

をもとに、訓練カリキュラムへも企業ニーズ等を取り込み、企業ニーズにあった職業訓練を

実施し、企業ニーズにあった訓練課題の作成と評価が一体的に実施できる仕組みの確立とい

う本調査研究の目的の達成のために開発された「訓練における職業能力評価に係る手引き」

をもとにして、離職者訓練や職業訓練を行なっている職業能力開発施設において、訓練課題

の作成、実施、職業能力評価を反復して行なうことにより、さらに訓練内容の充実・企業ニ

ーズのマッチ、指導の充実、就職活動の訓練習得資料へと活かすために、職業訓練のＰ(Plan)

Ｄ(Do)Ｃ(Check)Ａ(Action)のサイクルが円滑に遂行されることを期待したい。 

（４）一部の訓練課題においては、企業で有期実習型訓練を実施する時において、ジョブ・カード

用紙の様式６号（モデル評価シート）を評価するところにおいて、活用していただくことも

考えられる。 

 

本調査研究終了後も引き続き、訓練課題のメンテナンス及び新規の訓練課題（未作成分野・２

人～３人程度で行なうグループ実習等）の作成を行ない、企業ヒアリングやアンケート調査も実

施し、企業ニーズに合った訓練カリキュラムの提案、訓練課題の評価結果を訓練受講者の就職活

動への資料（１つのツール）として、一層活用を図り採用企業への認知を広めていく必要がある

と考える。 





 

 

 


